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学　校　行　事　《 第３学期 》

第２学年沖縄修学旅行

１月９日　始業式
　　10日　２年 実力養成講座（～２月26日）
　　15日　３年 大学入学共通テスト自己採点
　　16日　１年 特進コース 記述模試
　　　　　２年 特進コース 記述模試（～17日）
　　17日　２年 総進コース 志望理由書講座
　　20日　実用英語技能検定（1・2年全員受験）
　　22日　推薦入学試験（総進・特進）
　　27日　総合型・学校推薦型選抜合格者報告会
　　31日　２年 総進コース 志望理由書初回
２月６日　２年 特進コース

大学入学共通テスト模試（～７日）
　　10日　一般入学試験（総進・特進）
　　13日　１・２年 総進コース 日大チャレンジ模試

　　22日　芸術鑑賞教室
　　28日　３年生を送る会
３月３日　第73回卒業証書授与式
　　５日　１・２年 学年末試験（～8日）
　　10日　新入生招集日
　　11日　１・２年 答案返却日
　　　　　一般選抜合格者報告会
　　14日　普通救命講習会
　　19日　令和５年度修業式
　　22日　春期外部特別講座（～27日）



令和６年３月３日 （　2　）

卒業おめでとう卒業おめでとう
令和５年度 第73回卒業証書授与式

　

第
七
十
三
回
卒
業
証
書
授
与
式
が
、

令
和
六
年
三
月
三
日
（
日
）挙
行
さ
れ

た
。四
五
三
名
（
男
子
一
八
九
名
、女
子

二
六
四
名
）の
卒
業
生
が
、数
々
の
思
い

出
と
未
来
へ
の
希
望
を
胸
に
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
し
た
。

　
　

―
　
式
　
次
　
第
　
―

開
式　
　

国
歌
斉
唱　
　

卒
業
証
書
授
与

　

総
代　

森
谷　

海
玲（
千
川
中
）

日
本
大
学
学
長
賞　

学
業
部
門

　
　
　
　

小
林　

あ
い（
調
布
五
中
）

日
本
大
学
学
長
賞

　

学
術
・
文
化
部
門（
団
体
）　

　
　

放
送
部
代
表

　
　
　
　

永
井　

明
日
香（
千
歳
中
）

優
等
賞

　

代
表　

上
田　

ひ
か
る（
三
鷹
五
中
）

皆
勤
賞
・
精
勤
賞

　

代
表　

松
下　

歩
未（
東
調
布
中
）

校
長
賞（
皆
勤
賞
受
賞
者
の
保
護
者
）

　

代
表　

松
下　

純
子 

様

優
秀
賞　

ス
ポ
ー
ツ
部
門（
個
人
）

　
　
　
　

植
松　

春
香（
常
盤
中
）

生
徒
会
功
労
賞

　

代
表　

斎
木　

健
次（
開
進
一
中
）

学
校
長
式
辞

学
長
告
示

学
校
か
ら
卒
業
生
へ
記
念
品
贈
与

　

代
表　

稲
垣　

海
咲（
つ
く
し
野
中
）

卒
業
生
か
ら
学
校
へ
記
念
品
贈
呈

　

代
表　

久
保
田　

彩
生（
東
田
中
）

同
窓
会
か
ら
卒
業
生
へ
記
念
品
贈
与

　

代
表　

木
村　

優
那（
桜
丘
中
）

桜
園
会
か
ら
卒
業
生
へ
記
念
品
贈
与

　

代
表　

植
竹　

莉
未（
国
立
一
中
）

在
校
生
代
表
送
辞

　
　
　
　

村
上　

統
美（
北
町
中
）

卒
業
生
代
表
答
辞

　
　
　
　

村
上　

琴
乃（
板
橋
三
中
）

卒
業
生
保
護
者
代
表
謝
辞

　
　
　
　

藤
川　

淳 

様　

校
歌
斉
唱

閉
式

各
賞
受
賞
者

【
日
本
大
学
か
ら
の
表
彰
】

日
本
大
学
学
長
賞　

学
業
部
門　

　

Ｉ　

小
林　

あ
い（
調
布
五
中
）

日
本
大
学
学
長
賞

　

学
術
・
文
化
部
門（
団
体
）

　

放
送
部

優
秀
賞　

ス
ポ
ー
ツ
部
門（
個
人
）

　

Ｋ　

植
松　

春
香（
常
盤
中
）

優
等
賞

　

Ａ　

森
谷　

海
玲（
千
川
中
）

　

Ｃ　

植
竹　

莉
未（
国
立
一
中
）

　

Ｃ　

久
保
田　

彩
生（
東
田
中
）

　

Ｅ　

松
下　

歩
未（
東
調
布
中
）

　

Ｅ　

村
上　

琴
乃（
板
橋
三
中
）

　

Ｆ　

稲
垣　

海
咲（
つ
く
し
野
中
）

　

Ｉ　

小
林　

あ
い（
調
布
五
中
）

　
Ｊ　

斎
木　

健
次（
開
進
一
中
）

　

Ｌ　

上
田　

ひ
か
る（
三
鷹
五
中
）

　

Ｌ　

木
村　

優
那（
桜
丘
中
）

【
本
校
か
ら
の
表
彰
】

皆
勤
賞〔
校
長
賞
〕

※〔　

〕内
は
校
長
賞
＝
皆
勤
賞
受
賞
者

の
保
護
者
に
贈
る

Ａ　

岡
田　

智
也（
武
蔵
野
一
中
）

〔
理
恵
子
〕

　
　

小
林　

穂
乃
花（
立
川
三
中
）

〔
喜
美
子
〕

　
　

染
谷　

優
寿
香（
鷲
宮
東
中
）

〔
百
合
香
〕

　
　

長
岡　

俐
来（
上
祖
師
谷
中
）

〔
奈
保
子
〕

Ｂ　

小
野
寺　

優（
府
中
三
中
）

〔
百
合
子 

〕

Ｃ　

小
川　

裕
真（
松
ノ
木
中
）〔
節
子
〕

　
　

甲
斐
谷　

美
羽（
清
新
一
中
）

〔
豊
子
〕

　
　

小
林　

祐
馬（
鶴
川
中
）〔
美
穂
子
〕

　
　

齋
藤　

幹
太（
有
馬
中
）〔
智
子
〕

　
　

松
澤　

直
輝（
笹
塚
中
）〔
和
美
〕

Ｄ　

平
野　

真
菜
香（
用
賀
中
）〔
智
子
〕

　
　

湯
浅　

理
子（
中
野
四
中
）〔
和
美
〕

Ｅ　

枝
村　

苺
奈（
高
陵
中
）〔
千
秋
〕

　
　

鶴
崎　

夏
菜（
武
蔵
野
一
中
）

〔
容
子
〕

　
　

中
里　

深
花（
冨
士
見
台
中
）

〔
清
子
〕

　
　

松
下　

歩
未（
東
調
布
中
）〔
純
子
〕

Ｆ　

五
十
嵐　

梨
乃（
葛
西
三
中
）

〔
美
和
〕

　
　

川
原　

梨
緒（
領
家
中
）〔
か
お
り
〕

　
　

児
玉　

結
衣（
稲
城
三
中
）〔
秀
行
〕

　
　

田
中　

咲
羽（
北
沢
中
）〔
裕
美
〕

Ｈ　

團　

香
乃（
三
鷹
七
中
）〔
和
佳
子
〕

　
　

中
村　

結
衣（
高
南
中
）〔
か
お
り
〕

　
　

根
本　

翔
平（
谷
本
中
）〔
真
樹
〕

　
　

牧　

莉
衣
菜（
青
葉
台
中
）〔
陽
子
〕

　
　

宮
川　

奈
（々
稲
田
中
）〔
直
子
〕

　
　

山
口　

富
篤（
上
柚
木
中
）〔
由
香
〕

Ｉ　

篠
宮　

沙
希（
神
代
中
）〔
万
愉
美
〕

　
　

菅
原　

真
緒（
三
鷹
一
中
）〔
園
子
〕

　
　

鈴
木　

は
な（
大
森
八
中
）〔
美
和
〕

Ｊ　

泉
谷　

壬
勇（
小
平
四
中
）

〔
み
ど
り
〕

　
　

首
藤　

大
和（
石
神
井
中
）

〔
権
乃
兵
衛
〕

　
　

中
島　

梨
里（
三
原
台
中
）

〔
わ
か
奈
〕

Ｋ　

澤
田　

莉
央（
青
梅
一
中
）〔
好
美
〕

　
　

中
嶌　

美
羽（
富
士
見
丘
中
）

〔
智
美
〕

Ｌ　

古
村　

杏（
貝
塚
中
）〔
知
子
〕

　
　

土
佐　

和
音（
音
羽
中
）〔
利
恵
〕

　
　

中
井　

実
紅（
東
村
山
三
中
）

〔
真
弓
〕

　
　

山
田　

み
な
み（
三
鷹
一
中
）

〔
裕
子
〕

　
　

木
村　

優
那（
桜
丘
中
）〔
直
子
〕



令和６年３月３日（　3　）

卒業おめでとう卒業おめでとう
令和５年度 第73回卒業証書授与式

精
勤
賞

Ａ　

小
野　

花
恋（
小
金
井
二
中
）

Ｂ　

吉
川　

由
珠（
生
田
中
）

　
　

田
中　

健
士
朗（
旭
丘
中
）

　
　

増
田　

亮
斗（
南
が
丘
中
）

　
　

宮
田　

芙
香（
天
沼
中
）

Ｃ　

佐
々
木　

大
雅（
市
川
二
中
）

　
　

谷
内　

菜
々
美（
宮
前
中
）

　
　

三
浦　

日
菜（
松
本
中
）

Ｄ　

鈴
木　

杏
桜
花（
赤
羽
岩
淵
中
）

　
　

関
崎　

友
翔（
落
合
中
）

　
　

武
藤　

遥
香（
深
沢
中
）

Ｇ　

植
村　

実
結（
上
祖
師
谷
中
）

　
　

河
井　

隆
一（
旭
中
）

　
　

神
原　

大
成（
篠
崎
中
）

Ｈ　

伊
藤　

大
起（
竹
早
中
）

　
　

大
江　

那
奈（
有
馬
中
）

Ｉ　

打
田　

優
奈（
府
中
十
中
）

　
　

大
上　

真
由（
高
井
戸
中
）

　
　

小
林　

あ
い（
調
布
五
中
）

　
　

竹
内　

朋
杏（
向
陵
中
）

　
　

廣
地　

桜
乃（
共
和
中
）

Ｊ　

木
村　

心
音（
大
泉
学
園
中
）

　
　

平
山　

勝
也（
も
え
ぎ
野
中
）

Ｌ　

千
田　

美
来（
生
田
中
）

生
徒
会
功
労
賞

○
生
徒
会
長

　

Ｅ　

村
上　

琴
乃（
板
橋
三
中
）

○
生
徒
会
副
会
長　

　

Ａ　

一　

航
生（
大
泉
学
園
桜
中
）

○
学
級
委
員
会

　

Ｉ　

篠
宮　

沙
希（
神
代
中
）

○
風
紀
委
員
会

　
Ｊ　

首
藤　

大
和（
石
神
井
中
）

○
厚
生
委
員
会

　

Ａ　

萩
宇
田　

瞳（
国
分
寺
一
中
）

○
部
活
動
運
営
委
員
会

　

Ｈ　

久
保　

皓
正（
稲
田
中
）

○
選
挙
管
理
委
員
会

　

Ｆ　

山
本　

俐
桜（
松
濤
中
）

○
鶴
ヶ
丘
祭
実
行
委
員

　

Ｌ　

牧
野　

結
衣（
勝
瀬
中
）

○
体
育
祭
実
行
委
員
会

　

Ｆ　

小
泉　

心
翔（
中
野
二
中
）

○
編
集
委
員
会　

　

Ｌ　

上
田　

ひ
か
る（
三
鷹
五
中
）

○
図
書
委
員
会　

　

Ｈ　

宮
本　

隼
羽（
府
中
十
中
）

部
活
動【
体
育
系
】

○
ス
キ
ー
部　

　

Ｋ　

長
澤　

楓
音（
三
鷹
二
中
）

　

Ｄ　

堀
口　

あ
か
り（
稲
城
六
中
）

○
陸
上
競
技
部　

　

Ｈ　

樋
口　

裕
太（
井
草
中
）

○
野
球
部　

　
Ｊ　

高
見
澤　

晴
翔（
小
金
井
一
中
）

○
サ
ッ
カ
ー
部　

　

Ｈ　

前
田　

拓
海（
武
蔵
野
六
中
）

○
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

Ｉ　

杉
本　

悠
輔（
那
珂
中
）

○
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

Ｉ　

打
田　

優
奈（
府
中
十
中
）

○
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

Ａ　

川
島　

一
聖（
小
平
四
中
）

○
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

Ｇ　

久
保
寺　

未
優（
稲
田
中
）

○
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　
Ｊ　

新
保　

颯（
中
川
西
中
）

○
テ
ニ
ス
部

　

Ｄ　

関
崎　

友
翔（
落
合
中
）

　

Ｅ　

河
野　

文
音（
多
摩
中
）

○
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　
Ｊ　

板
橋　

壱
成（
桜
川
中
）

○
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

Ｈ　

中
村　

結
衣（
高
南
中
）

○
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部　

　
Ｊ　

斎
木　

健
次（
開
進
一
中
）

　

Ｄ　

鈴
木　

杏
桜
花（
赤
羽
岩
淵
中
）

○
剣
道
部

　

Ｉ　

小
林　

あ
い（
調
布
五
中
）

○
弓
道
部

　

Ａ　

岡
田　

智
也（
武
蔵
野
一
中
）

　

Ｂ　

武
居　

知
佳（
狛
江
二
中
）

○
空
手
道
部

　

Ｄ　

棟
居　

龍
之
介（
亀
戸
中
）

　

Ａ　

中
䑓　

有
香（
東
深
沢
中
）

○
ゴ
ル
フ
部

　

Ｈ　

宮
本　

隼
羽（
府
中
十
中
）

○
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

　

Ｈ　

久
保　

皓
正（
稲
田
中
）

　

Ｂ　

富
田　

菜
央（
調
布
三
中
）

部
活
動【
文
化
系
】

○
写
真
部

　

Ｇ　

西
川　

蒼
来（
石
神
井
南
）

○
放
送
部

　

Ｋ　

勝
畑　

良
太（
八
幡
中
）

○
サ
イ
エ
ン
ス
部

　

Ｅ　

村
上　

琴
乃（
板
橋
三
中
）

○
情
報
部

　

Ａ　

木
村　

栄
輝（
府
中
六
中
）

○
英
語
部

　

Ｄ　

溝
口　

蒼
来（
明
星
学
苑
）

○
演
劇
部

　

Ｉ　

篠
宮　

沙
希（
神
代
中
）

○
吹
奏
楽
部

　

Ｋ　

澤
田　

莉
央（
青
梅
一
中
）

○
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部

　

Ｅ　

松
下　

歩
未（
東
調
布
中
）

○
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
部　

　

Ｋ　

白
石　

梨
花（
高
島
一
中
）

○
茶
・
華
道
部　

　

Ｅ　

枝
村　

苺
奈（
高
陵
中
）

○
料
理
部

　

Ｇ　

植
村　

実
結（
上
祖
師
谷
中
）

○
書
道
部

　

Ｉ　

久
保
田　

千
愛（
中
野
中
）

同
好
会

○
ダ
ン
ス
同
好
会　

　

Ｉ　

渡
部　

琴（
東
深
沢
中
）

団
体
功
労
賞

　

ス
キ
ー
部

　

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部　

　

テ
ニ
ス
部

　

空
手
道
部

　

放
送
部

【
そ
の
他
か
ら
の
表
彰
】

東
京
私
立
中
学
高
等
学
校
協
会
よ
り
表
彰

　
「
協
会
表
彰
」（
団
体
）

　
　

放
送
部

東
京
都
知
事
よ
り
表
彰

　

都
知
事
賞

　
　

Ｌ　

上
田　

ひ
か
る（
三
鷹
五
中
）

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
よ
り
表
彰

　

会
長
表
彰

　
　

Ｅ　

村
上　

琴
乃（
板
橋
三
中
）

東
京
都
高
等
学
校
体
育
連
盟
よ
り
表
彰

　

体
育
優
良
生
徒

　
　

Ｂ　

富
田　

菜
央（
調
布
三
中
）

　
　

Ｈ　

久
保　

皓
正（
稲
田
中
）

　

優
秀
校

　
　

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

　
　

空
手
道
部

　

優
秀
選
手

　
　

Ｄ　

荒
川　

里
音（
府
中
六
中
）

　
　

Ｈ　

久
保　

皓
正（
稲
田
中
）

東
京
都
高
等
学
校
文
化
連
盟
よ
り
表
彰

　

文
化
活
動
優
良
生
徒

　
　

Ｇ　

相
宮　

優
佳（
赤
塚
二
中
）

　
　

Ｋ　

永
井　

明
日
香（
千
歳
中
）

杉
並
区
よ
り
表
彰

　

杉
並
区
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
顕
彰

　
　

Ｃ　

小
川　

裕
真（
松
ノ
木
中
）



令和６年３月３日 （　4　）

「
あ
な
た
は
何
を
も
っ
て

憶
え
ら
れ
た
い
か
」

学
校
長
　
川
　
原
　
容
　
子

「
何
を
も
っ
て
憶
え
ら
れ
た
い
か
」

言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
身
近
な
又
は
未
来

の
仲
間
・
自
分
の
子
孫
に
、
自
分
が
ど
う
い

う
存
在
と
し
て
記
憶
に
と
ど
め
て
お
い
て
も

ら
い
た
い
か
、
意
識
し
な
さ
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
と
聞
く
と
、
偉
人
を
目
指
す
の
か
…

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。今

の
自
分
よ
り
ち
ょ
っ
と
だ
け
良
い
自
分

を
想
像
し
て
、
過
ご
し
て
い
く
こ
と
を
勧
め

て
い
ま
す
。

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
著
者
で
有
名
な
ド

ラ
ッ
カ
ー
氏
は
、ハ
ン
ブ
ル
グ
に
い
た
時
代
、

よ
く
オ
ペ
ラ
を
聴
き
に
い
っ
た
そ
う
で
す
。

彼
は
十
九
世
紀
を
代
表
す
る
オ
ペ
ラ
の
作
曲

家
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
が
八
十
歳
で
書
き
上
げ
た
最

後
の
オ
ペ
ラ
「
フ
ァ
ル
ス
タ
ッ
フ
」
に
強
い

衝
撃
と
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
が
、
八
十
歳
と
い

う
高
齢
に
な
っ
て
ま
で
、
な
ぜ
こ
の
壮
大
で

難
解
な
オ
ペ
ラ
を
書
こ
う
と
し
た
の
か
を
知

り
ま
す
。

「
い
つ
も
失
敗
を
し
て
き
た
。
だ
か
ら
こ

そ
、
私
に
は
も
う
一
度
挑
戦
す
る
必
要
が

あ
っ
た
」

若
い
こ
ろ
か
ら
名
声
を
手
に
入
れ
て
い
た

大
作
曲
家
で
あ
っ
て
も
、
死
ぬ
ま
で
も
っ
と

い
い
仕
事
を
し
よ
う
と
い
う
意
識
を
持
ち
続

け
て
い
ま
し
た
。

ド
ラ
ッ
カ
ー
氏
は
、
そ
こ
か
ら
「
私
も
い

つ
ま
で
も
目
標
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
っ
て
自
分

の
道
を
歩
き
続
け
よ
う
。
失
敗
し
続
け
た
と

し
て
も
」
と
決
意
し
た
そ
う
で
す
。

今
の
自
分
よ
り
少
し
だ
け
よ
い
自
分
を
思

い
浮
か
べ
な
が
ら
過
ご
す
こ
と
で
、
夢
へ
の

強
い
想
い
や
、
な
り
た
い
幸
せ
な
自
分
を
引

き
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

毎
日
の
そ
う
し
た
心
の
在
り
方
が
、「
な

り
た
い
自
分
」
へ
と
向
か
い
、
数
年
後
、
数

十
年
後
に
は
確
実
に
変
わ
っ
た
自
分
を
実
感

し
、
幸
せ
に
な
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

更
に
、「
あ
な
た
の
強
み
は
な
ん
で
す

か
？
」

未
だ
日
本
の
教
育
で
は
、
と
か
く
す
べ
て

そ
れ
な
り
に
出
来
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
が
ち

で
す
が
、
出
来
る
と
こ
ろ
と
出
来
な
い
と
こ

ろ
の
デ
コ
ボ
コ
が
あ
っ
て
い
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？

弱
み
を
克
服
す
る
よ
り
も
、
強
み
を
大
い

に
伸
ば
す
こ
と
を
、
も
っ
と
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

社
会
や
世
界
の
課
題
は
、
既
に
単
独
で
は

解
決
は
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
「
和
衷
協
同
」
に
よ
っ
て
、
チ
ー
ム
で

解
決
す
る一人
と
し
て
、
強
み
を
生
か
し
て
活

躍
で
き
ま
す
。

「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
〇
〇
さ
ん
な

ら
任
せ
ら
れ
る
」
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
人
、

既
存
の
仕
組
み
が
な
け
れ
ば
、
起
業
し
て
社

会
参
画
で
き
る
人
、
そ
ん
な
頼
も
し
い
人
材

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

貴
方
達
に
出
会
え
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝

し
て
い
ま
す
。

卒
業
お
め
で
と
う

卒
業
お
め
で
と
う

学
年
主
任　

滝
澤　

満
（
理
科
）

『
高
校
生
の
時
に
し
か
で
き
な
い
経こ

験と

が

あ
る
。』

そ
れ
は
、
勉
強
や
部
活
動
、
そ
し
て
私
生

活
な
ど
す
べ
て
に
あ
る
。

そ
れ
ら
を
経
験
し
、
大
き
く
成
長
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
、
と
伝
え
て
き
ま
し
た
。

こ
の
言
葉
を
み
ん
な
の
卒
業
に
あ
た
り
次

の
よ
う
に
変
化
さ
せ
ま
す
。

『
今
し
か
で
き
な
い
経こ

験と

が
あ
る
。』

と
て
も
大
切
な
時
間
は
、
ま
だ
ま
だ
続
き

ま
す
。

健
康
第
一
に
、
思
い
や
り
を
も
っ
て
、
新

た
な
出
会
い
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

君
た
ち
な
ら
ば
、
素
敵
に
成
長
し
て
い
け

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

卒
業
お
め
で
と
う
。

鶴
高
生
の
応
援
団

Ａ
組
担
任　

伊
勢
川　

美
佳
（
家
庭
科
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
出
現
の
よ
う
に
、

人
生
も
突
然
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
が
一
変
す

る
こ
と
が
起
こ
る
か
ら
、
全
力
で
歩
ん
で
ほ

し
い
。
こ
れ
ま
で
は
保
護
者
・
先
生
・
学
校

が
、
み
ん
な
を
守
っ
て
き
た
よ
。

面
倒
だ
っ
た
と
思
う
け
ど
、そ
れ
も
愛
情
。

こ
れ
か
ら
は
自
分
で
決
断
し
、
責
任
を
取
る

ん
だ
よ
。

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
た
み
ん
な
な
ら
で

き
る
か
ら
。嬉
し
い
と
き
や
苦
し
い
と
き
に
、

鶴
高
を
思
い
出
し
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
。
顔

を
見
せ
に
来
て
く
れ
た
ら
な
お
嬉
し
い
。

卒
業
お
め
で
と
う
。

こ
れ
か
ら
の
人
生
に
幸
あ
れ
。

き
み
た
ち
は 

ど
う
生
き
る
か

Ｂ
組
担
任　

山
内　

智
史
（
英
語
科
）

夢
を
持
て

　

理
想
を
語
れ

　
　

努
力
を
重
ね
ろ

　
　
　

人
格
が
磨
か
れ
て
い
く

信
念
を
持
て

　

己
の
想
い
を
貫
き
通
せ

言葉の花束



令和６年３月３日（　5　）

　
　

心
か
ら
好
き
な
こ
と
を
し
ろ

　
　
　
　

一
度
き
り
の
人
生
が
輝
く

学
び
続
け
ろ

　

成
長
し
続
け
ろ

　
　

思
い
が
け
な
い
未
来
に
出
会
え
る

　
　
　
　
　
　

努
力
は
運
命
を
支
配
す
る

利
他
の
心
を
持
ち

　

足
る
を
知
り

　
　

人
の
た
め
に
尽
く
せ

　
　
　

め
ぐ
り
巡
っ
て
自
分
の
幸
と
な
る

素
直
に
謙
虚
に
正
直
に

　

ど
れ
だ
け
稼
い
で
も

　
　

ど
れ
だ
け
偉
く
な
っ
て
も

　
　
　
　

心
の
使
い
方
を
誤
る
な

優
し
く
あ
れ

　

誰
に
で
も
優
し
く
あ
れ

　
　

優
し
さ
は
伝
染
す
る

溢
れ
る
ほ
ど
の
夢
を
描
い
て

　
　

心
が
叫
ぶ
ま
ま
に
生
き
ろ

出
逢
え
て
よ
か
っ
た
、
あ
り
が
と
うSatoshi

「
立
派
な
大
人
」
に
な
れ
た
か
な

Ｃ
組
担
任　

土
橋　

久
美
子
（
数
学
科
）

私
は
、
四
月
に
自
分
の
ク
ラ
ス
や
授
業
担

当
の
ク
ラ
ス
の
生
徒
に
、
学
校
と
い
う
の
は

「
立
派
な
大
人
」
に
な
る
た
め
に
勉
強
す
る

た
め
に
来
て
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
、
そ
し

て
「
立
派
な
大
人
」
に
な
る
に
は
自
立
す
る

こ
と
が
大
切
で
、
自
立
す
る
に
は
自
分
の
こ

と
が
で
き
る
だ
け
で
は
な
く
困
っ
た
時
に
よ

り
多
く
の
人
に
支
え
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

る
こ
と
も
必
要
だ
と
伝
え
た
ね
。
一
緒
に
取

り
組
ん
で
き
た『
学
び
合
い
』を
通
じ
て「
立

派
な
大
人
」に
な
れ
て
い
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

卒
業
お
め
で
と
う
＆
あ
り
が
と
う
！

大
人
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
、
で
き
な
い
こ
と

Ｄ
組
担
任　

加
藤　

寛
典
（
英
語
科
）

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
高
校

を
卒
業
し
た
後
は
自
律
し
た
振
る
舞
い
を
求

め
ら
れ
る
場
面
が
多
く
な
り
ま
す
。
楽
し
い

こ
と
、
辛
い
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

一
つ
一
つ
の
こ
と
へ
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
向
き
合

え
る
と
い
い
で
す
ね
。

失
敗
を
恐
れ
ず
に
前
へ

Ｅ
組
担
任　

中
川　

光
（
地
歴
公
民
科
）

卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ミ
ス
が

多
く
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
あ
る
こ
と
を
自
覚

す
る
一
年
で
し
た
。
そ
ん
な
担
任
を
今
ま
で

支
え
て
く
れ
て
本
当
に
あ
り
が
と
う
。
大
変

感
謝
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
ス
タ
ー
ト
地
点
に
立
つ
わ
け
で
す

が
、厳
し
い
社
会
の
中
で
自
分
を
見
失
わ
ず
、

誇
り
を
失
わ
ず
、
失
敗
を
恐
れ
ず
に
邁
進
し

て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
異
な
る
環
境
の

中
で
育
っ
た
多
く
の
人
た
ち
と
交
流
し
、
語

ら
い
、
人
格
形
成
に
努
め
て
い
っ
て
く
だ
さ

い
。最

後
に
、新
ス
タ
ー
ト
を
切
る
君
た
ち
に
、

言
葉
を
送
り
ま
す
。

「
青
春
の
失
策
は
、
壮
年
の
勝
利
や
老
年

の
成
功
よ
り
も
好
ま
し
い
も
の
だ
」

― 

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
デ
ィ
ズ
レ
ー
リ 
―

初
心
忘
る
べ
か
ら
ず

Ｆ
組　

三
塚　

咲
（
保
健
体
育
科
）

三
年
生
の
皆
さ
ん
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

な
に
か
を
頑
張
る
と
決
め
た
時
、
ど
ん
な

気
持
ち
で
し
た
か
？
楽
し
い
時
、悩
ん
だ
時
、

近
く
に
い
た
の
は
誰
で
し
た
か
？
な
に
か
を

始
め
た
時
の
記
憶
や
そ
の
時
に
味
わ
っ
た
気

持
ち
、
そ
こ
か
ら
今
に
い
た
る
ま
で
の
た
く

さ
ん
の
努
力
を
忘
れ
て
は
ダ
メ
で
す
よ
。
自

分
が
選
ん
だ
道
を
信
じ
続
け
て
く
だ
さ
い
。

私
に
と
っ
て
初
め
て
の
卒
業
生
、
と
も
に

歩
ん
だ
三
年
間
は
最
高
の
時
間
で
し
た
。

皆
さ
ん
の
未
来
が
た
く
さ
ん
の 

愛 

で
咲

き
誇
り
ま
す
よ
う
に
！
い
つ
も
応
援
し
て
い

ま
す
！
全
力
で
！

大
人
の
役
割

Ｇ
組
担
任　

酒
匂　

守
夫
（
国
語
科
）

今
か
ら
随
分
長
い
時
間
が
経
っ
た
頃
、
君

た
ち
が
本
当
の
意
味
で
感
謝
す
る
人
達
は
君

た
ち
に
優
し
か
っ
た
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
、
い
ま
君
た
ち
が
ど
う
し
よ
う
も
な

い
ほ
ど
憎
み
恨
ん
で
い
る
人
で
す
。
優
し
い

人
は
君
た
ち
を
肯
定
し
て
く
れ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
れ
は
同
時
に
、
無
限
に

成
長
す
る
可
能
性
を
秘
め
た
君
た
ち
か
ら
成

長
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
奪
っ
た
と
も
言
え
ま

す
。
幼
少
期
の
君
た
ち
が
ど
れ
ほ
ど
嫌
が
っ

て
も
箸
の
使
い
方
を
教
え
た
人
、
提
出
物
を

出
さ
な
い
の
を
何
度
も
催
促
し
た
人
、
誤
魔

化
さ
ず
に
君
た
ち
の
悪
い
所
を
指
摘
し
た

人
。
君
た
ち
を
も
う
一
歩
前
に
成
長
さ
せ
て

く
れ
た
の
は
、
そ
ん
な
人
達
だ
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

あ
と
何
年
か
経
っ
た
ら
、
今
度
は
君
た
ち

が
腹
を
括
っ
て
相
手
に
恨
ま
れ
る
役
割
を
引

き
受
け
る
立
場
に
な
り
ま
す
。
準
備
は
で
き

て
い
る
か
？
そ
れ
に
耐
え
う
る
ぐ
ら
い
、
強

く
な
る
ん
だ
ぞ
。

じ
ゃ
あ
、
ま
た
な
。

祝
Ｈ
組
担
任　

萩
生
田　

博
美
（
数
学
科
）

三
年
生
の
皆
さ
ん
、
卒
業
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！

「
夢
は
動
力
、経
験
は
財
産
」
次
の
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
結
果
を
恐
れ
ず
新
し
い
事
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
今
後

の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

航
海
の
旅
路

Ｉ
組
担
任　

有
賀　

佐
友
里
（
英
語
科
）

舵
を
右
に
切
る
か
左
に
切
る
か
、
進
路
で

悩
ん
だ
あ
の
日
も
、
最
後
の
最
後
、
君
た
ち

は
自
分
自
身
で
舵
を
切
っ
た
。

舵
を
切
っ
た
方
向
が
思
い
も
よ
ら
ぬ
荒
波

だ
っ
た
と
き
も
、
自
分
の
目
指
し
て
い
た
島

が
見
え
て
き
た
と
き
も
。

人
生
は
選
択
の
連
続
だ
。
選
択
の
連
続
が

未
来
を
つ
く
る
。
未
来
は
勝
手
に
や
っ
て
く

る
ん
じ
ゃ
な
い
。
自
分
か
ら
近
づ
く
ん
だ
。

君
た
ち
の
航
海
は
ま
だ
ま
だ
続
く
。
こ
こ

か
ら
が
君
た
ち
の
新
た
な
門
出
。

ま
た
逢
う
日
に
は
航
海
の
旅
路
を
聞
か
せ

て
ほ
し
い
な
。

君
た
ち
と
の
三
年
間
の
航
海
は
最
高
だ
っ

た
。
素
敵
な
ク生

徒
ル
ー
に
恵
ま
れ
て
、
本
当
に

感
謝
。
あ
り
が
と
う
。



令和６年３月３日 （　6　）

塞
翁
が
馬

Ｊ
組
担
任　

賀
来　

義
蘭（
地
歴
公
民
科
）

人
生
を
九
十
年
ぐ
ら
い
と
仮
定
す
る
と
、

十
八
歳
を
迎
え
た
皆
さ
ん
は
今
ど
の
あ
た
り

な
の
で
し
ょ
う
？

野
球
で
言
え
ば
二
回
の
裏
ツ
ー
ア
ウ
ト
ぐ

ら
い
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
ま
で
順
調
で
し
た
か
？
セ
ー
フ
テ
ィ

リ
ー
ド
し
て
ま
す
か
？
そ
れ
と
も
い
き
な
り

大
量
失
点
し
て
お
先
真
っ
暗
で
す
か
？

今
二
回
の
裏
ツ
ー
ア
ウ
ト
で
す
。

こ
こ
ま
で
理
想
的
に
来
れ
た
人
、
ま
だ
ま

だ
ど
う
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
油
断
は
で

き
ま
せ
ん
。
こ
こ
ま
で
思
い
通
り
に
来
れ
な

か
っ
た
人
、
勝
負
は
ま
だ
つ
い
て
ま
せ
ん
。

チ
ャ
ン
ス
は
い
く
ら
で
も
作
り
出
せ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
人
生
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
常
に

前
を
向
い
て
歩
ん
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

卒
業
お
め
で
と
う
。

鶴
高
生
よ
、
ロ
マ
ン
を
抱
け
！

Ｋ
組
担
任　

小
山　

拓
哉
（
国
語
科
）

こ
ん
な
生
徒
、
あ
ん
な
生
徒
も
い
る
の
だ

な
あ
と
、
皆
さ
ん
と
大
変
濃
い
新
鮮
な
時
間

を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
忘
れ
ら

れ
な
い
楽
し
い
思
い
出
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
さ
て
、
今
年
は
大
河
ド
ラ
マ
『
光

る
君
へ
』
の
放
送
が
始
ま
り
、
夏
に
は
映
画

『
キ
ン
グ
ダ
ム
』
の
続
編
公
開
が
予
定
さ
れ
、

古
典
へ
の
注
目
が
一
層
高
ま
っ
て
い
く
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
時
に

は
古
典
に
触
れ
て
、
い
に
し
え
の
世
界
や
先

人
に
思
い
を
馳
せ
て
み
る
の
も
一
興
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

出
会
い
に
感
謝

Ｌ
組
担
任　

寺
島　

伊
織
（
数
学
科
）

卒
業
生
の
み
な
さ
ん
、
ご
卒
業
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
鶴
ヶ
丘
で
の
三
年
間
は
い

か
が
で
し
た
か
。
高
校
生
活
を
送
る
中
で
、

様
々
な
人
と
出
会
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
い

つ
も
一
緒
に
い
て
く
れ
る
友
人
や
尊
敬
で
き

る
先
輩
、
頼
れ
る
後
輩
、
親
身
に
な
っ
て
く

れ
る
先
生
な
ど
多
く
の
出
会
い
の
中
で
今
日

と
い
う
素
敵
な
日
を
迎
え
て
い
ま
す
。
人
と

の
出
会
い
は
と
て
も
貴
重
な
こ
と
で
す
。
今

ま
で
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
出
会
う
人
た
ち
を

大
切
に
過
ご
し
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で

す
。
み
な
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

副
担
任　

林　

優
希
（
地
歴
公
民
科
）

高
校
生
活
三
年
間
。
い
か
が
で
し
た
か
。

思
い
は
き
っ
と
そ
れ
ぞ
れ
で
し
ょ
う
が
、
多

く
の
人
が
「
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
」
と
の

感
想
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
の
三
年
間
は
ど
ん
な
三
年
間
に

な
る
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
ま
た
三
年
後
は
、

十
年
後
は
…
…
？
い
つ
だ
っ
て
、
振
り
返
れ

ば
、
あ
っ
と
い
う
間
で
す
。
気
が
付
い
た
ら

三
十
歳
、
四
十
歳
。
未
来
の
こ
と
は
誰
に
も

わ
か
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
そ
の
未
来
を
つ

く
っ
て
い
く
の
は
、
他
な
ら
ぬ
あ
な
た
自
身

で
す
。

限
ら
れ
た
時
間
を
大
切
に
。

「
ト
ー
タ
ル
し
た
ら
、
よ
か
っ
た
な
」
と

思
え
る
よ
う
な
人
生
を
。

元
気
で
ね
。

あ
き
ら
め
な
い
心

副
担
任　

牛
尾　

文
洋
（
数
学
科
）

皆
さ
ん
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
高
校
入
学
し
て
早
三
年
、
も
う
卒
業
の

時
期
な
ん
で
す
ね
。
最
後
に
、
今
後
生
活
し

て
い
く
上
で
、“
あ
き
ら
め
な
い
心
＂
と
い

う
話
を
し
て
お
き
ま
す
。
自
分
の
思
い
通
り

に
な
ら
な
い
こ
と
な
ん
て
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
い
く
ら
頑
張
っ
て
も
報
わ
れ
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
過
程
が
大
切
に
な
り
ま

す
。
本
気
で
頑
張
っ
た
の
か
、
中
途
半
端
に

頑
張
っ
た
の
か
、
で
結
果
は
大
き
く
変
わ
り

ま
す
。
一
度
の
失
敗
で
人
生
は
決
ま
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
き
ら
め
な
い
で
全
力
で

取
り
組
め
ば
、
い
く
ら
で
も
未
来
は
変
え
ら

れ
る
。

よ
く
頑
張
り
ま
し
た

副
担
任　

久
保
田　

善
政
（
理
科
）

卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
い
ろ
い
ろ
と
我
慢
を
強
い
ら
れ
、
思
う

よ
う
に
い
か
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
で
し
ょ

う
。
そ
の
よ
う
な
中
で
君
た
ち
は
腐
る
こ
と

な
く
、
努
力
を
積
み
重
ね
、
仲
間
と
協
力
し

て
安
全
な
場
を
作
り
、
い
ろ
い
ろ
と
乗
り
越

え
て
き
ま
し
た
。
よ
く
頑
張
り
ま
し
た
。
十

年
後
、
二
十
年
後
、
三
十
年
後
の
活
躍
と
幸

せ
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
お
め
で
と
う
。

出
会
い
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

副
担
任　

生
田
目　

裕
子
（
理
科
）

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の

三
年
間
、
ど
ん
な
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た

か
？
人
と
の
出
会
い
、
本
と
の
出
会
い
、
熱

中
で
き
る
も
の
と
の
出
会
い
…
。

日
々
は
、
同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
の
よ
う

に
見
え
ま
す
が
、
た
く
さ
ん
の
未
知
の
も
の

と
偶
然
出
会
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
新
し
い

出
会
い
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

幸
あ
れ副担

任　

竹
澤　

香
緒
（
保
健
体
育
科
）

三
年
生
の
み
な
さ
ん
、
ご
卒
業
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
少
し
ず
つ

日
常
が
取
り
戻
さ
れ
、
本
来
の
鶴
高
ら
し
さ

を
み
な
さ
ん
と
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
こ

と
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。
よ
り
一
層
、
鶴
高

の
良
さ
と
鶴
高
生
の
頼
も
し
さ
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
で
も

予
期
せ
ぬ
こ
と
や
苦
し
い
こ
と
・
悔
し
い
こ

と
は
た
く
さ
ん
起
こ
る
と
思
い
ま
す
が
、
前

を
向
き
、
何
事
に
も
挑
戦
す
る
気
持
ち
を
忘

れ
ず
歩
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
会
い

ま
し
ょ
う
。

謙
虚
な
気
持
ち
を
い
つ
ま
で
も

学
年
付　

谷
口　

富
太
郎
（
英
語
科
）

三
年
生
の
み
な
さ
ん
、
ご
卒
業
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

四
月
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
進
路
を
歩

み
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。
よ
く

考
え
て
決
め
た
進
路
な
の
で
、
新
た
な
目
標

に
向
か
っ
て
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け
て
く
だ

さ
い
。
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
る
時
と
い

う
の
は
充
実
感
に
満
ち
て
い
る
も
の
で
す
。

そ
し
て
い
つ
ま
で
も
謙
虚
な
気
持
ち
を
忘
れ

な
い
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。「
実
る
ほ
ど

頭
を
垂
れ
る
稲
穂
か
な
」



令和６年３月３日（　7　）

楽
し
ん
だ
も
の
勝
ち

三
年
Ａ
組　

木
村　

栄
輝（
府
中
六
中
）

こ
の
三
年
間
で
一
番
印
象
深
い
の
は
、

私
が
一
年
生
の
と
き
の
文
化
祭
だ
。
と
い

う
の
も
、
そ
の
当
時
は
コ
ロ
ナ
禍
が
後
を

引
き
、
通
常
と
異
な
る
形
で
の
開
催
と

な
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
ふ
つ
う
文
化
祭
と

い
え
ば
、
教
室
ご
と
に
作
ら
れ
た
ブ
ー
ス

を
巡
っ
て
い
く
も
の
を
指
す
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
の
年
は
感
染
対
策
の
た
め
に

そ
れ
が
叶
わ
ず
、
各
ク
ラ
ス
で
作
っ
た
動

画
を
鑑
賞
し
あ
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

私
の
ク
ラ
ス
で
は
、M

rs. GREEN
 

A
PPLE

が
歌
う
『
青
と
夏
』
の
Ｍ
Ｖ
を

元
に
し
た
動
画
作
品
を
作
る
こ
と
に
な
っ

た
。
青
春
を
テ
ー
マ
に
し
た
そ
の
歌
は
、

制
限
の
多
い
世
の
中
に
不
満
を
抱
え
て
い

た
私
た
ち
に
、
高
校
生
活
へ
の
確
か
な
期

待
と
展
望
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。

作
品
を
作
る
た
め
に
す
べ
き
こ
と
は
多

い
。
編
集
を
買
っ
て
出
た
私
は
、
す
ぐ
に

そ
の
安
請
け
合
い
を
後
悔
し
た
。
自
分
が

思
っ
て
い
た
以
上
に
編
集
に
は
時
間
と
手

間
が
か
か
っ
た
の
だ
。
素
材
の
尺
も
足
り

な
い
中
、
そ
れ
で
も
な
ん
と
か
納
得
の
い

く
形
で
編
集
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
ひ
と
え
に
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
お

か
げ
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
足
り
な
い

素
材
を
そ
の
都
度
撮
っ
て
く
れ
た
り
、
編

集
方
法
の
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
た
り
。
彼

ら
彼
女
ら
に
は
、
本
当
に
感
謝
し
て
も
し

き
れ
な
い
。か
く
し
て
完
成
し
た
作
品
は
、

学
年
毎
の
投
票
で
、
二
位
と
い
う
好
成
績

を
収
め
る
に
至
っ
た
。
編
集
を
終
わ
ら
せ

た
動
画
を
ク
ラ
ス
の
皆
に
見
せ
た
と
き
の

盛
り
上
が
り
よ
う
は
、
今
で
も
脳
裏
に
焼

き
付
い
て
い
る
。

通
常
開
催
と
は
違
う
、
あ
る
意
味
妥
協

案
だ
っ
た
こ
の
文
化
祭
が
こ
こ
ま
で
思
い

出
に
残
る
の
は
、
そ
れ
を
楽
し
も
う
と
す

る
気
概
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
う
。
三
年

間
し
か
な
い
高
校
生
活
を
「
し
か
た
な

い
」
の
一
言
で
終
わ
ら
せ
て
し
ま
う
の
で

は
も
っ
た
い
な
い
。
皆
さ
ん
に
も
、
余
す

こ
と
一
、二
年
と
な
っ
た
高
校
生
活
を
全

力
で
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
思
う
。

進
学
先
：
日
本
大
学
理
工
学
部
物
理
学
科

感
謝
の
気
持
ち
を
力
に
変
え
て

三
年
Ｊ
組　

高
見
澤　

晴
翔

（
小
金
井
一
中
）

私
は
鶴
高
で
の
三
年
間
を
生
涯
忘
れ
る

こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
…
。

私
が
主
将
を
務
め
た
今
年
の
野
球
部
は

辛
い
学
年
だ
っ
た
。
入
部
当
初
は
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
練
習
が
短
く
、
思
い

描
い
て
い
た
高
校
野
球
生
活
で
は
な
か
っ

た
。
何
よ
り
も
辛
か
っ
た
こ
と
は
憧
れ
と

現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
。
野
球
部
の
大
半
は

二
〇
一
八
年
の
準
優
勝
を
見
て
、
そ
の
上

を
目
標
に
入
部
し
て
い
た
。
し
か
し
、
現

実
は
三
度
の
初
戦
敗
退
な
ど
目
標
と
は
程

遠
か
っ
た
。
負
け
が
続
き
、
本
当
に
勝
つ

こ
と
が
で
き
る
の
か
と
不
安
に
な
っ
て
い

た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、「
甲
子
園
連
れ
て
っ

て
！
」
と
あ
る
先
生
に
言
わ
れ
た
。
こ
の

時
、
負
け
が
続
い
て
い
て
も
信
じ
て
応
援

し
て
く
れ
て
い
る
人
が
い
る
の
だ
と
再
確

認
す
る
と
同
時
に
、
私
た
ち
の
学
年
の
野

球
部
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
思
い
出
し
た
。

「
結
果
が
出
て
い
な
い
の
に
応
援
し
て

く
れ
る
人
が
い
る
。
必
ず
夏
結
果
を
出

す
！
」

時
が
経
ち
三
年
生
の
夏
季
大
会
。
私
は

毎
試
合
、誰
か
を
想
っ
て
試
合
に
臨
ん
だ
。

毎
日
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
最
高
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
く
れ
た
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
。

私
た
ち
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
指
導
者
や

先
生
。
初
戦
か
ら
応
援
に
来
て
く
れ
た
吹

奏
楽
部
や
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部
を
は
じ

め
と
す
る
鶴
高
生
。
三
年
間
共
に
闘
っ
て

き
た
チ
ー
ム
メ
イ
ト
。
そ
し
て
家
族
。
数

え
き
れ
な
い
程
の
感
謝
を
胸
に
戦
っ
た

夏
。
結
果
は
ま
た
し
て
も
準
優
勝
。
し
か

し
、
私
は
悔
し
さ
以
上
に
ス
タ
ン
ド
を
ピ

ン
ク
色
に
埋
め
尽
く
し
、
最
高
の
応
援
を

し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
の
方
が

大
き
か
っ
た
。
十
八
年
間
で
圧
倒
的
に
一

番
楽
し
く
幸
せ
な
夢
の
よ
う
な
時
間
だ
っ

た
。こ

れ
を
読
ん
だ
人
は
感
謝
す
べ
き
相
手

を
思
い
浮
か
べ
て
そ
れ
を
忘
れ
ず
に
い
て

ほ
し
い
。私
は
大
学
に
行
っ
て
か
ら
も「
感

謝
の
気
持
ち
を
力
に
変
え
て
」
を
忘
れ
ず

に
突
き
進
ん
で
行
く
。

進
学
先
：
東
京
農
業
大
学
国
際
食
料
情
報
学
部

　
　
　
　
国
際
農
業
開
発
学
科

  
　
︱
三
年
間
の
思
い
出

　
　
　 
そ
し
て
後
輩
た
ち
へ
︱

卒
業
生
の
言
葉

卒
業
生
の
言
葉



令和６年３月３日 （　8　）

感
謝三

年
Ｋ
組　

澤
田　

莉
央（
青
梅
一
中
）

日
鶴
で
の
三
年
間
を
振
り
返
る
と
学
業

と
部
活
動
で
心
身
共
に
充
実
し
て
い
た
。

学
業
に
お
い
て
は
、
早
朝
の
通
学
時
間

を
活
用
し
、
定
期
テ
ス
ト
の
対
策
や
ユ
メ

タ
ン
な
ど
の
小
テ
ス
ト
の
勉
強
を
電
車
内

で
よ
く
し
た
の
を
思
い
出
す
。
朝
は
家
を

出
る
の
が
早
く
、
部
活
動
が
あ
る
日
は
下

校
時
間
も
遅
か
っ
た
た
め
、
家
庭
学
習
の

時
間
は
限
ら
れ
て
い
た
が
、
隙
間
時
間
を

工
夫
し
て
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
吹
奏
楽
部
で
過
ご
し
た
日
々
は

高
校
生
活
で
最
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
活

動
制
限
が
徐
々
に
緩
和
さ
れ
、
対
面
で
演

奏
を
聴
い
て
い
た
だ
け
る
機
会
が
増
え
た

こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
。
文
化
祭
で
は
、
曲

決
め
を
は
じ
め
、
構
成
や
演
出
な
ど
の
全

て
を
生
徒
が
考
え
た
。
二
つ
の
パ
レ
ー
ド

と
時
期
が
重
な
り
、
時
間
的
に
も
体
力
的

に
も
辛
い
部
分
は
あ
っ
た
が
、
皆
で
協
力

し
て
創
り
上
げ
、
聴
い
て
く
れ
た
方
々
か

ら
の
好
評
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
、
大
き

な
達
成
感
が
感
じ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
新

た
に
地
域
の
方
々
と
の
繋
が
り
を
目
的
と

し
た
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
も
忘
れ
ら

れ
な
い
。
前
例
の
な
い
中
で
演
奏
会
を
一

か
ら
考
え
る
こ
と
は
非
常
に
大
変
だ
っ

た
。
し
か
し
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も

試
行
錯
誤
を
重
ね
、
精
進
し
続
け
た
こ
の

日
鶴
吹
奏
楽
部
の
日
々
は
私
に
と
っ
て
一

生
の
宝
物
だ
。
こ
の
よ
う
な
環
境
で
部
長

と
い
う
役
職
に
就
く
こ
と
が
で
き
た
こ
と

を
誇
り
に
思
っ
て
い
る
。顧
問
の
先
生
方
、

ご
指
導
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
が
学
業
も
部
活
動
も
頑
張
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
家
に
帰
る
と
沢
山
話
を
聞
い

て
く
れ
た
家
族
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら

だ
。そ
し
て
友
達
の
存
在
も
大
き
か
っ
た
。

い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
で
笑
わ
せ
て
く
れ

た
り
、
悩
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
る
と
相
談

に
乗
っ
て
く
れ
た
り
と
本
当
に
友
達
に
恵

ま
れ
て
い
た
。
休
み
時
間
は
笑
い
声
の
絶

え
な
い
教
室
、
み
ん
な
で
声
を
出
し
て
一

丸
と
な
っ
た
体
育
祭
。
毎
日
楽
し
く
学
校

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
私
は
、
三
年

間
無
遅
刻
無
欠
席
無
早
退
だ
。
多
く
の
人

と
の
出
会
い
に
感
謝
し
た
い
。
三
年
間
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

進
学
先
：
日
本
大
学
法
学
部
公
共
政
策
学
科

三
年
間
の
努
力

三
年
Ｌ
組　

古
村　

杏
（
貝
塚
中
）

私
の
高
校
生
活
は
想
像
の
何
倍
も
楽
し

い
も
の
だ
っ
た
。
特
進
コ
ー
ス
に
入
学
し

た
以
上
、
勉
強
漬
け
で
ク
ラ
ス
も
静
か
な

雰
囲
気
だ
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
自
己

紹
介
を
し
た
時
、
担
任
を
含
め
て
ほ
ぼ
全

員
が
笑
い
を
取
っ
て
い
く
よ
う
な
と
て
も

明
る
い
ク
ラ
ス
だ
っ
た
。
イ
メ
ー
ジ
と
全

く
逆
で
と
て
も
驚
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
み

ん
な
勉
強
は
真
面
目
に
取
り
組
ん
で
い

て
、
切
磋
琢
磨
し
て
い
る
。
と
て
も
素
晴

ら
し
い
ク
ラ
ス
で
三
年
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
た
と
思
う
。
お
か
げ
で
私
の
高
校

生
活
は
と
て
も
充
実
し
て
い
た
。

私
は
部
活
と
勉
強
の
両
立
を
し
た
く
て

鶴
高
に
入
学
し
た
。
そ
の
く
せ
、
人
見
知

り
な
私
は
仮
入
部
に
行
く
の
を
躊
躇
し
て

い
た
。
幸
い
に
も
ク
ラ
ス
に
は
同
じ
部
活

に
先
に
入
部
し
て
い
た
友
達
が
い
て
、
そ

の
友
達
を
頼
っ
て
入
部
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
他
の
部
に
所
属
し
て
い
る
ク
ラ
ス
メ

イ
ト
も
多
く
、
勉
強
も
負
け
て
い
ら
れ
な

い
ぞ
と
刺
激
を
受
け
た
。
大
会
の
関
係
で

テ
ス
ト
前
に
部
活
が
あ
る
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
大
会
の
会
場
に
単
語
帳
を
持
ち
込
ん

だ
り
し
て
い
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
成
績

は
自
分
の
中
で
の
目
標
を
キ
ー
プ
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
部
活
の
こ
と
で
悩

ん
で
い
る
時
は
担
任
や
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に

話
を
聞
い
て
も
ら
っ
た
り
し
て
乗
り
越
え

る
こ
と
が
で
き
、
精
神
的
に
も
成
長
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
最
後
の
大
会
で
勝
っ
た

時
、
辛
い
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
頑
張
っ
て

き
て
よ
か
っ
た
と
心
か
ら
思
え
た
。
こ
の

三
年
間
は
中
学
生
の
自
分
に
自
慢
で
き
る

く
ら
い
の
充
実
し
た
も
の
と
な
っ
た
。
そ

う
思
う
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
周
り
の
人

や
環
境
の
お
か
げ
だ
。
感
謝
し
て
も
し
き

れ
な
い
。
最
後
に
、
私
が
ず
っ
と
大
切
に

し
て
い
る
言
葉
が
あ
る
。
小
学
校
を
卒
業

す
る
時
に
校
長
先
生
が
く
だ
さ
っ
た
言
葉

だ
。「努

力
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
成

功
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
、
成
功

し
た
人
は
全
て
努
力
し
て
い
る
。」

こ
の
言
葉
を
忘
れ
ず
に
今
後
も
頑
張
ろ

う
と
思
う
。

進
学
先
：
信
州
大
学
農
学
部
農
学
生
命
科
学
科

　
　
　
　
生
命
機
能
科
学
コ
ー
ス
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修学旅行について　　第２学年　津田　寛行
令和５年12月、先発・後発に分かれ、２学

年は４泊５日の沖縄修学旅行を実施した。大
まかな行程は以下の通りである。

「安全で楽しく充実した修学旅行」にする
ため、事前学習で沖縄の歴史・文化・自然な
どを学んだ。また、オプショナルコース毎に
集まり探究活動をすることで、クラスを横断
して交流を持ち、現地でインタビューをした
り、関係する写真をたくさん撮ったり、自主
的に動く姿が見られた。生徒の感想文を読む
と、「ただ楽しかった」という内容ではなく、

「平和について今まで以上に真剣に考えるよ
うになった」、「環境破壊について考えさせら
れた」など、今回の修学旅行を通して多くの
経験をし、学ぶことができたのだと感じた。

また、主に写真撮影を目的に本校として初
めてスマートフォンの使用を限定的に許可し
た。初めての試みで不安も大きかったが、生
徒はルールをよく守り、きちんと使用し、大
切な思い出を心だけではなく形としてもたく
さん残すことができたと喜んでいた。

中学生の時にコロナ禍で修学旅行が中止に
なった生徒も多数いたため、生徒の楽しそう
な表情や充実した思いを聞くと、無事引率が
出来て良かったと強く感じた。

第２学年沖縄修学旅行

１日目
羽田から那覇へ移動し、美ら海水族館へ。夕食後、
引率スタッフの紹介や修学旅行委員考案のクイ
ズ大会を実施。
２日目
午前は沖縄南部で平和学習、午後は首里城正殿
から国際通りまで自主研修を実施。
３日目
那覇から石垣島へ移動し、さらにフェリーで竹
富島へ。竹富島にて修学旅行委員考案のフォト
ラリーを実施。
４日目
終日オプショナルコース毎に活動。
主な内容は
①西表島でカヤック・トレッキング体験
②西表島クルーズ＆由布島で水牛車体験
③石垣島でサバニ体験＆石垣窯焼き体験
④黒島でウミガメ放流体験＆サイクリング
⑤石垣島でシュノーケル体験＆シーサー絵付け体験
５日目
川平湾にてグラスボートなど石垣島散策。石垣
島から羽田へ帰着



令和６年３月３日 （10）

２Ｄ　渡部　悠人（中野中）
修学旅行を通して普段はすることのできな

いような貴重な体験や思い出を作ることがで
きた。普段は学校でしか会うことのないクラ
スメイトと生活を共にすることで、さらにお
互いの理解や友情が深まり、「譲り合い」や「他
者を思いやる」といった集団生活で大切なこ
とを身につけることができた。

平和祈念資料館では目を背けたくなるよう
な悲惨な写真や資料があった。しかしそれら
は沖縄という地で実際に起きたことである。
ガイドさんによる案内や資料を通して戦争に
ついて向き合うことができ、私たちが今享受
している平和の理由を知ることができる貴重

な時間であった。戦争は二度としてはいけな
いことが実感でき、これからも語り継いでい
かなければならないと強く思った。

竹富島は東京とは全く別の自然豊かな素晴
らしい空間であり、中々味わうことのできな
い有意義な時間だった。修学旅行委員のイベ
ントの企画などもあり、班のメンバーとは楽
しく絆も深めることができた。 お金を払っ
てくれた両親や修学旅行を企画、実行してく
れた先生方、沖縄での施設の方などお世話に
なった方々には感謝したい。この修学旅行は
人生において一生忘れることのない充実した
五日間だった。

２Ｈ　前田　莉奈（赤塚三中）
今回の修学旅行は、クラスや学年の仲間た

ちと仲を深められただけでなく、学習という
面でもとてもいい修学旅行でした。私は中学
時代に修学旅行に行けなかったため、こうし
て制限の少ない中でみんなと沖縄に行けたの
が本当に嬉しかったです。

私は今まで一度も飛行機に乗ったことがな
く、沖縄にも行ったことがなかったので、飛
行機に乗る時点ですごくワクワクして楽し
かったです。沖縄に着いてからはもっと楽し
く、東京とは違い暖かくて、見える景色が自
然でいっぱいで感動しました。

また、私の中で思い出深いのがオプショナ
ルコースで行った黒島サイクリングです。自

然の中をサイクリングするのが本当に気持ち
よく、とても癒されました。

ホテルやバス移動では、友達とたくさん話
す機会があり、修学旅行でしかできない話な
どをしました。

家に帰ってからは、沖縄でこんなこと、こ
んなものがあった、と家族に写真や動画を見
せながらたくさん話しました。全て話せない
くらいに色々な経験ができた修学旅行でし
た。みんなとのこの思い出は、私の人生の中
でもとても印象的なものになったと感じてい
ます。この修学旅行のために様々なサポート
をしてくださった先生方、旅行会社の方々、
両親、関係してくれたたくさんの方に感謝し
ています。

２Ｊ　井野　涼介（西早稲田中）
今回の修学旅行はコロナウイルスの影響も

あって、私たちの学年初の宿泊行事でした。
みんなと五日間同じ時間を過ごすにあたっ
て、予定時間の五分前行動など、集団として
生活することを意識し、自分勝手な行動をし
ないよう気をつけました。

私が特に印象に残っているのは、４日目の
黒島でのウミガメの研究所です。さまざまな
島の生き物の展示、亀の剥製、日本で唯一触
ることができるロケットの破片、そして亀の
放流といった普段東京に住んでいたら出会え

ないものにたくさん出会うことができまし
た。

楽しい思い出とは別に、私は沖縄の島々を
めぐる中で、砂浜に大量にあった、漂着物の
問題や、過疎化に問題があると感じました。
特に過疎化の面では、竹富島の小中学校の生
徒が、30人程度しかいないと聞き、驚きと危
機感を覚えました。今回の修学旅行を通じて、
たくさんの楽しい思い出を作れたのと同時に
今後の日本に起こりうる問題を考えていくこ
とが必要だと改めて感じました。
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世
界
は
誰
か
の
仕
事
で
で
き
て
い
る

第
一
学
年
主
任
　
小
林
　
　
仁

令
和
五
年
度
の
最
大
の
ト
ピ
ッ
ク
は
、

何
と
い
っ
て
も「
新
型
コ
ロ
ナ
五
類
移
行
」

で
あ
ろ
う
。
鶴
報
二
五
〇
号
で
も
書
い
た

が
、
こ
れ
に
よ
り
日
常
が
戻
っ
て
き
た
か

ら
で
あ
る
。

宿
泊
を
伴
っ
た
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
。
ク
ラ
ス
全
員
で
大
き
な
声
を
出
し
て

歌
っ
た
、文
化
祭
で
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
。

三
学
年
揃
っ
て
同
時
に
実
施
で
き
た
体
育

祭
。
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
も
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
も
使
わ
ず
に
行
わ
れ
た
、
総
合
的

な
探
究
の
時
間
。
ど
れ
も
が
当
た
り
前
の

よ
う
に
行
わ
れ
た
。
四
年
前
の
四
月
を
思

い
起
こ
せ
ば
、中
学
一
年
生
の
入
学
時
は
、

登
校
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
登
校

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
し
ば
ら
く
分

散
登
校
が
続
き
、
勉
強
だ
け
で
な
く
、
行

事
や
部
活
動
に
は
大
き
な
制
約
が
掛
か
っ

て
い
た
。
五
類
へ
の
移
行
は
、
当
た
り
前

の
事
が
当
た
り
前
に
で
き
る
、
つ
ま
り
平

時
に
戻
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

こ
こ
で
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の

校
長
先
生
の「
宿
泊
行
事
が
で
き
る
の
は
、

当
た
り
前
で
は
な
い
」
と
い
う
言
葉
を
思

い
出
し
て
欲
し
い
。
宿
泊
で
き
た
と
い
う

こ
と
は
、
そ
の
裏
側
に
緑
の
休
暇
村
の
職

員
の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
た
こ
と
を
。
文

化
祭
で
大
声
を
出
せ
た
裏
側
に
は
、
生
徒

会
・
放
送
部
や
演
劇
部
の
支
え
が
あ
っ
た

こ
と
に
も
意
識
を
向
け
て
欲
し
い
。
手
前

み
そ
に
な
る
が
、
生
徒
が
楽
し
く
学
校
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
第
一

学
年
の
先
生
方
の
陰
の
努
力
が
あ
っ
た
こ

と
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

当
た
り
前
の
事
が
当
た
り
前
に
で
き
る

裏
側
に
は
誰
か
の
仕
事
が
あ
る
。
だ
か
ら

こ
そ
、
生
徒
の
皆
は
自
分
の
仕
事
で
世
界

を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

自
分
を
支
え
て
も
ら
っ
て
い
る
多
く
の
仕

事
に
感
謝
の
念
を
寄
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
の
は
一
月
だ

が
、
二
月
に
行
う
予
定
の
ダ
ン
ス
発
表
会

に
も
触
れ
て
お
こ
う
。
発
案
し
た
の
は
教

員
だ
が
ア
ド
バ
イ
ス
に
留
め
、
運
営
は
生

徒
の
主
体
性
に
任
せ
て
い
る
。
我
々
教
員

は
、
こ
の
発
表
会
が
成
功
裏
に
終
わ
る
こ

と
を
確
信
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
育
て

て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
次
年
度
は
、
こ
の

成
功
体
験
を
も
っ
て
学
校
の
中
心
と
な
る

二
年
生
の
生
活
を
送
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。

「
当
た
り
前
の
日
常
」
の
あ
り
が
た
さ

第
二
学
年
主
任
　
齋
藤
　
　
純

昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
、
毎
朝
の
検
温
、
マ
ス
ク
の
常
時
着

用
、
昼
食
時
は
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
立
て

て
の
黙
食
、
三
密
に
注
意
、
な
ど
様
々
な

制
限
が
あ
り
ま
し
た
が
、
令
和
五
年
五
月

八
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
第
五
類

感
染
症
と
な
り
、
本
校
も
コ
ロ
ナ
前
の
日

常
が
少
し
ず
つ
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ

で
、
二
学
年
行
事
を
振
り
返
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

五
月
の
校
外
授
業
は
鎌
倉
に
行
き
、
修

学
旅
行
の
班
別
研
修
の
練
習
を
兼
ね
、「
担

任
へ
勧
め
る
散
策
プ
ラ
ン
」
を
作
成
し
ま

し
た
。二
年
生
の
探
究
の
目
的
で
あ
る「
他

者
理
解
」
を
踏
ま
え
、
ま
ず
は
身
近
な
担

任
を
理
解
す
る
こ
と
が
狙
い
で
す
。
本
や

ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
内
容
を
現
地
調
査
で
確

認
し
、
新
た
に
わ
か
っ
た
こ
と
、
感
じ
た

こ
と
を
ま
と
め
る
こ
と
で
、
興
味
深
い
プ

ラ
ン
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。

六
月
の
鶴
ヶ
丘
祭
で
は
、
入
場
制
限
を

学年レポート学年レポート
令和令和５５年度年度  この一年この一年
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三
年
ぶ
り
に
撤
廃
し
、
た
く
さ
ん
の
方
に

ク
ラ
ス
企
画
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

季
節
外
れ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
留
意
し
つ
つ
、
ク
ラ
ス

で
一
つ
の
も
の
を
作
り
上
げ
る
達
成
感
を

得
ら
れ
た
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

十
月
の
体
育
祭
も
、
学
年
毎
に
時
間
を

分
け
て
の
実
施
か
ら
、
三
学
年
が
同
時
間

帯
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
学

校
行
事
と
し
て
約
一
二
〇
〇
名
が
一
同
に

会
す
る
こ
と
は
め
っ
た
に
あ
り
ま
せ
ん
。

久
し
ぶ
り
に
大
人
数
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
十
二
月
、
二
学
年
最
大
の
行
事

で
あ
る
沖
縄
へ
の
修
学
旅
行
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
決
め
ら
れ
た
コ
ー
ス
を
た
だ
機

械
的
に
た
ど
る
の
で
は
な
く
、
学
び
、
成

長
で
き
る
修
学
旅
行
に
す
る
た
め
に
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
か
。
学
年
教
員
と
修
学
旅

行
委
員
の
生
徒
が
協
力
し
て
企
画
し
、
充

実
し
た
旅
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
、
以
前
ま
で
当
た
り
前
に
で
き
て
い

た
日
常
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
制
限
の

あ
る
生
活
を
し
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
当
た

り
前
の
あ
り
が
た
さ
が
理
解
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
戦
争
や
自

然
災
害
で
当
た
り
前
の
日
常
を
送
る
こ
と

の
で
き
な
い
方
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
今
一
度
、
一
日
一
日
を
大
切
に

過
ご
す
こ
と
を
意
識
し
、
最
終
学
年
を
充

実
し
た
も
の
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

三
年
間
を
振
り
返
っ
て

第
三
学
年
主
任
　
滝
澤
　
　
満

入
学
式
は
新
入
生
の
み
で
行
い
、
保
護

者
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
を
お
願
い
し
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
の
、
制

限
の
あ
る
中
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
で

す
が
、
最
初
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

行
っ
た
綱
引
き
で
は
、
ク
ラ
ス
で
力
を
合

わ
せ
て
全
力
で
取
り
組
む
姿
を
見
て
、
こ

の
制
限
を
受
け
る
生
活
の
中
で
も
生
徒
た

ち
は
力
強
く
成
長
し
て
い
け
る
と
確
信
と

と
も
に
た
く
ま
し
さ
を
感
じ
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。

二
年
生
で
は
、
中
華
街
で
の
校
外
授
業

を
行
い
、
昼
食
は
重
慶
飯
店
で
の
お
弁
当

で
し
た
。
ご
馳
走
で
し
た
が
、
食
事
の
仕

方
は
ス
ク
ー
ル
形
式
。
同
じ
方
向
を
向
い

て
食
べ
る
形
式
で
す
。
私
語
も
制
限
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
静
か
な
食
事
会
場
で
、

皆
同
じ
方
向
を
向
い
て
食
べ
て
い
る
状
況

を
、
そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
よ
ね
と
懐
か

し
く
思
い
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。
沖
縄
修

学
旅
行
は
、
三
年
生
へ
進
級
直
前
の
三
月

で
し
た
。
中
学
校
で
修
学
旅
行
が
制
限
さ

れ
た
生
徒
も
い
る
た
め
、
必
ず
実
施
し
、

高
校
生
活
で
の
学
び
と
大
切
な
思
い
出
に

な
る
も
の
に
し
た
い
と
計
画
し
実
行
し
て

き
ま
し
た
。

三
年
生
の
五
月
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
は
五
類
感
染
症
へ
の
移
行

と
な
り
、
多
く
の
行
事
が
対
策
を
講
じ
な

が
ら
も
以
前
の
よ
う
に
行
え
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
の
鶴
ヶ
丘

祭
の
模
擬
店
で
は
、
飲
食
物
を
調
理
・
販

売
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
前
進
で
し
た
。

そ
の
売
り
上
げ
は
、
代
表
生
徒
達
の
考
え

に
よ
り
、
能
登
半
島
地
震
の
義
援
金
と
し

て
石
川
県
に
寄
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。こ

れ
ら
の
学
校
生
活
の
中
で
生
徒
た
ち

は
心
身
と
も
に
成
長
し
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、あ
ら
た
な
ス
タ
ー
ト
を
迎
え
ま
す
。

今
後
も
自
分
の
成
長
を
確
認
し
な
が
ら
、

で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
楽
し
さ
を
実
感
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
成

長
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
若
生
裕
太
さ
ん
に
よ
る
講
話

令
和
六
年
一
月
九
日
、
三
学
期
始
業
式
に
お
い
て
、
本
校
の
卒
業
生
で
現
在
は
パ
ラ
陸
上
競
技
で
も
活

躍
さ
れ
て
い
る
、
若
生
裕
太
さ
ん
に
よ
る
講
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！
二
〇
一
五
年
度
卒
業
生
の
若
生
裕
太
で
す
。
現
在
は
パ
ラ
陸
上
競
技
視
覚
障
害

ク
ラ
ス
で
や
り
投
げ
を
し
て
い
ま
す
。

三
学
期
の
始
業
式
の
お
時
間
で
、
講
話
の
機
会
を
設
け
て
頂
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

講
話
の
際
に
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
こ
ち
ら
に
改
め
て
記
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
が
大
切
に
し
て
い
る
「
人
生
全
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
要
素
」
と
い
う
考
え
方
を
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

「
人
生
全
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
要
素
」
は
過
去
の
出
来
事
は
変
え
ら
れ
な
い
が
、
解
釈
は
変
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
意
味
で
す
。
失
敗
や
挫
折
、
苦
難
な
こ
と
や
困
難
な
こ
と
は
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
こ
と
だ

し
、
こ
れ
か
ら
先
の
人
生
で
も
必
ず
訪
れ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
、ひ
と
つ
ひ
と
つ
乗
り
越
え
て
い
け
ば
、何
ヶ
月
、何
年
か
先
に
過
去
の
出
来
事
を
振
り
返
っ

た
時
に
「
あ
の
時
が
あ
っ
た
か
ら
今
の
自
分
が
い
る
」
と
思
え
ま
す
。

私
は
、
二
十
歳
の
頃
に
突
如
視
力
が
低
下
し
て
し
ま
う
レ
ー
ベ
ル
遺
伝
性
視
神
経
症
を
発
症
し
、
視
覚

障
害
と
な
り
ま
し
た
。
発
症
し
た
当
時
は
、
言
葉
に
表
せ
な
い
ほ
ど
の
絶
望
感
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
ま

で
以
上
に
人
の
温
か
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
、
現
在
で
は
た
く
さ
ん
の
方
々
に
支
え
ら

れ
、
背
中
を
押
し
て
頂
い
て
い
る
お
か
げ
で
、

新
し
い
夢
に
向
か
っ
て
挑
戦
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
辛
い
日
々
を
乗
り
越
え
て

き
た
鶴
高
生
な
ら
大
丈
夫
で
す
！

出
来
事
の
プ
ラ
ス
な
面
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
面

を
見
て
、
今
で
き
る
こ
と
を
全
力
で
楽
し
ん
で

取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
益
々
の
ご
活
躍
を
心
よ
り
願
っ

て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

若
生　

裕
太

「
令
和
五
年
度
日
本
大
学
付
属
高
等
学
校
等
第
四
十
回
文
芸

コ
ン
ク
ー
ル
」
の
入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
本
校

生
徒
が
【
短
歌
の
部
】
で
佳
作
（
一
名
）、【
読
書
感
想
文
の
部
】

で
佳
作
（
一
名
）、【
小
説
の
部
】
で
佳
作
（
一
名
）
を
い
た
だ

く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
入
賞
者
の
皆
さ
ん
、
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

卒
業
生
や
在
校
生
の
皆
さ
ん
は
コ
ン
ク
ー
ル
に
関
わ
ら
ず
、

今
後
も
国
語
力
向
上
の
一
環
と
し
て
文
芸
へ
の
関
心
を
高
め
、

積
極
的
に
創
作
活
動
に
励
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
国
語
科

一
同
、
皆
さ
ん
の
活
動
を
引
き
続
き
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

短
歌
の
部

佳
作　

栗
原　

玉
帆
（
一
Ｂ
・
南
菅
中
）

読
書
感
想
文
の
部

佳
作　

兼
平　

結
愛
（
一
Ｂ
・
渋
谷
本
町
学
園
中
）

小
説
の
部

佳
作　

渡
邉　

涼
葉
（
一
Ｋ
・
稲
城
五
中
）

第
四
十
回
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
決
定
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令和５年度　総合型・学校推薦型選抜合格者報告会　進路指導部　谷口富太郎

１月27日（土）13時20分より、１・２年生の希望者に向けて、「令和５年度総合型・学校推薦型
選抜合格者報告会」を開催しました。報告者は８名で、受講者は27名でした。パワーポイントの資
料をもとに、３年生はそれぞれ工夫に富んだ取り組みを発表し、受講生徒はメモをとりながら真剣
に耳を傾けていました。限られた時間での発表となりましたが、とても内容のある報告会となりま
した。

報告大学（発表順）
　・東京薬科大学　生命科学部　生命医科学科（総合型）
　・立教大学　　　スポーツウェルネス学部　スポーツウェルネス学科（アスリート選抜）
　・日本大学　　　芸術学部　デザイン学科（総合型）
　・明星大学　　　教育学部　教育学科　特別支援教員コース（総合型）
　・立教大学　　　経営学部　経営学科（総合型）
　・信州大学　　　農学部　農学生命科学科　生命機能科学コース（学校推薦型）
　・星薬科大学　　薬学部　薬学科（学校推薦型）
　・慶應義塾大学　総合政策学部（総合型）

主な報告内容
　・入試概要（面接・小論文・課題・資格など）
　・入試準備（受験を決めた時期・準備内容・早めの準備）
　・オープンキャンパス・入試説明会への参加（積極的な質問）
　・部活動と勉強の両立
　・１日の勉強時間（時間の使い方）
　・学校の授業の大切さ
　・全体的なアドバイス
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■ ■ ■ 部活動報告 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
■スキー部
▽全国・関東高等学校スキー大会東

京都予選会（１/５～８　於：鹿沢
スノーエリア）

　女子スラローム
　　第２位　植松　春香
　　　　　　　（３Ｋ・常盤中）
　　第11位　森　きなり
　　　　　　　（３Ｅ・高田中）
　　第13位　稲垣　海咲
　　　　　　　（３Ｆ・つくし野中）
　　第1９位　横田　佳歩
　　　　　　　（３Ｈ・晴海中）
　男子スラローム
　　第11位　近藤　優太
　　　　　　　（３Ｂ・瀬田中）
　　第５0位　牛山　陽登
　　　　　　　（２Ｈ・西生田中）
　女子ジャイアントスラローム
　　第４位　植松　春香
　　第９位　森　きなり
　　第1５位　稲垣　海咲
　　第1９位　横田　佳歩
　　第22位　堀口　あかり
　　　　　　　（３Ｄ・稲城六中）
　　第2６位　山下　小柚妃
　　　　　　　（２Ｉ・旭中）
　　第3６位　福村　果南
　　　　　　　（１Ｃ・桜木中）
　男子ジャイアントスラローム
　　第1５位　近藤　優太
　◆全国大会出場権獲得◆
　　植松　春香
　　　（女子スラローム・女子ジャイアントスラローム）
　　近藤　優太（男子スラローム）
　　森　きなり
　　　（女子ジャイアントスラローム）
　◆関東大会出場権獲得◆
　　稲垣　海咲
　　　（女子スラローム・女子ジャイアントスラローム）
　　植松　春香
　　　（女子スラローム・女子ジャイアントスラローム）
　　牛山　陽登（男子スラローム）
　　近藤　優太
　　　（男子スラローム・男子ジャイアントスラローム）
　　福村　果南
　　　（女子ジャイアントスラローム）
　　堀口あかり
　　　（女子ジャイアントスラローム）
　　森　きなり
　　　（女子スラローム・女子ジャイアントスラローム）
　　山下小柚妃
　　　（女子ジャイアントスラローム）
　　横田　佳歩
　　　（女子スラローム・女子ジャイアントスラローム）
■女子バスケットボール部
▽春季大会兼関東高校東京都予選
（４/９～５/５）

　２回戦　本校５2－６7東洋英和女学院
▽全国高校総体東京都予選（５/14～

6/2５）
　１回戦　本校108－20順天
　２回戦　本校40－５4都松が丘
▽日本大学体育大会（９/12～９/13）
　大会１日目
　　本校1６－12日大日吉

　　本校17－2９日大二
　　本校24－17佐野日大
　大会２日目
　　本校14－９９土浦日大
　　本校６2－６６千葉日大一
　　　最終成績：7位（14校中）
▽夏季大会（８/20 ～８/23）
　１回戦　本校27－78日体桜華
▽私学第９支部大会（９/17～９/18）
　大会１日目
　　本校4６－12光塩女子
　　本校44－14大妻中野
　大会２日目
　　本校32－4５國學院久我山
　　本校2５－40日大二
▽新人大会（11/３～１/21）
　１回戦　本校84－41頌栄女子学院
　２回戦　本校５９－５６都芦花
　３回戦　本校６1－78都青山
■アメリカンフットボール部
▽第23回STICK BOWL（関東高校選

抜対抗戦）
　本校より東京都選抜チームに関根　

那瑠（２Ｉ・井田中）、岡田　真斗（２
Ｉ・長沢中）の２名が選出される。
関根　那瑠は副将。

　マネージャー：竹田　莉菜（２Ｉ・
大師中）、萩原　海心（２Ｉ・十二
月田中）

　東京選抜Ａ ３－13 SICN選抜
　東京選抜Ｂ ８－21 神奈川選抜
　　＠駒沢第二球技場
▽ 第13回NEW YEAR BOWL（ 関 東

地区選抜・関西地区選抜対抗戦）
　本校より東京都選抜チームに関根　

那瑠、岡田　真斗の２名が選出さ
れる。

　東京選抜13－９兵庫・広島選抜
　　＠MKタクシーフィールド
■男子ソフトテニス部
▽新進大会（11/３・５）
　ベスト６4
　　清水　芳将（２Ｂ・篠崎中）・
　　阿閉　裕樹（２Ｅ・深沢中）
　ベスト128
　　森本　拓磨（２Ａ・深沢中）・
　　中村　柊哉（２Ｇ・立川一中）
　　前田　雅仁（２Ｄ・三鷹一中）・
　　渡部　悠人（２Ｄ・中野中）
　　麓　　悠磨（１Ｇ・井荻中）・
　　高島　康太（１Ｄ・明豊中）
▽新進団体戦兼東京インドア予選
（11/23）

　ベスト1６
　　清水　芳将・阿閉　裕樹
　　森本　拓磨・中村　柊哉
　　守屋　祐汰（２Ｅ・宮崎中）・
　　土生倫太郎（１Ｇ・中野島中）
　　髙橋　一輝（１Ｉ・井草中）・
　　柴田　翔世（１Ｊ・井草中）
▽東京インドア大会（12/27）
　出場
　　清水　芳将・阿閉　裕樹
　　森本　拓磨・中村　柊哉
　　守屋　祐汰・土生倫太郎
　　髙橋　一輝・柴田　翔世

■女子ソフトテニス部
▽新進大会（個人）（10/21・28・11/３）
　ベスト32
　　髙畑　　凜（２Ｈ・南菅中）・
　　髙岡　紗楽（２Ｇ・赤塚三中）
▽東京都私立高等学校新人選手権大

会（11/12・11/2６）
　ベスト32
　　野牧　稚菜（２Ｇ・赤塚三中）・
　　楠美　優美（２Ｆ・清明学園中）
■ウエイトリフティング部
▽令和５年度第3９回関東高等学校ウ

エイトリフティング競技選抜大会
（2024/１/13～14於： 駒 沢 オ リ ン
ピック公園 屋内球技場）

　男子8９㎏級　トータル22５㎏　３位
　　小川　隼麻（２E・滝野川紅葉中）
　男子8９㎏級　トータル220kg　４位
　　中川　颯真（２B・瑞雲中）
　男子９６㎏級　トータル213㎏　２位
　　稲葉　啓太（２D・品川学園）
　女子５５㎏級　トータル148㎏　１位
　　尾形　薫子（２E・花小金井南中）
　女子５５㎏級　トータル10９kg　５位
　　宇佐美優香（２C・荏原六中）
　女子６4㎏級　トータル113kg　３位
　　中村　美陽（１G・葛西中）
■演劇部
▽東京都私立高校演劇発表会（12/27

～28）
　「クリスマスプレゼントの話」
　　作　諏訪　朝花（１Ｈ・桜川中）
　　優秀賞
■吹奏楽部
▽クリスマスコンサート（12/23）
▽第47回東京都高等学校アンサンブ

ルコンテスト（12/27）
　サクソフォン八重奏　金賞
　　佐伯　葉菜（３Ｊ・松ノ木中）
　　鬼塚　大貴（３Ｉ・狛江二中）
　　松田　千佳（３Ｈ・井荻中）
　　北沢　羽皐（２Ｆ・中野二中）
　　秋元　優明（２Ｂ・明豊中）
　　髙田　りの（２Ｇ・戸越台中）
　　伊東　愛莉（１Ｆ・松木中）
　　米津　嘉乃（１Ｈ・三鷹二中）
　バリトンチューバ四重奏　銀賞
　　岩﨑　桃子（２Ｇ・南中野中）
　　島村　美結（２Ｅ・松江一中）
　　内野　にこ（１Ｆ・三宿中）
　　吉羽　絢志（１Ｈ・赤塚三中）
▽第６９回第九支部親睦音楽会（１/14）
■バトントワリング部
▽令和５年12月第27回シニアバトン

トワーリングフェスティバル
　出演
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